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令和４年 11 月 2 日 

 

記者説明会（11 月 9 日 11 時・きてみんさいラボ）のご案内 

経産省の「ワクチン生産体制強化のためのバイ

オ医薬品製造拠点等整備事業」に採択 

～全国 17 件、大学では唯一～ 
 

＜オンライン（zoom）での参加も可＞ 

情報提供  

 

 経済産業省が公募した「ワクチン生産体制強化のためのバイオ医薬品製造拠点等整

備事業」に、本学から提案した「広島大学ワクチン・医薬品製造拠点整備」が 2022

年 9 月 30 日付で採択されました。 

 事業採択を受けて、本学は霞キャンパス内に mRNA、ペプチド、核酸医薬の治験

薬を製造できる施設を整備します。また 10 月 1 日付で学内共同教育研究施設として

「PSI GMP 教育研究センター」を設置しました。 

 

 つきましては記者会見を下記のとおり行いますので、ご案内申し上げます。  

 

記 

 

 日 時：令和４年 11 月９日（水）11：00〜12：00 

 

 場 所：広島大学 きてみんさいラボ 

     （広島市南区松原町 2 番 62 号 広島 JP ビルディング２階） 

 

 出席者： 広島大学       学長          越智 光夫 

                 副学長（産学連携担当） 田原 栄俊 

       PSI GMP 教育研究センター 副センター長   小川 敦嗣 

  

 

概要： 

 「ワクチン生産体制強化のためのバイオ医薬品製造拠点等整備事業」は、今後脅威

となりうる感染症への備えとして、平時は企業のニーズに応じたバイオ医薬品を製造

し、感染症パンデミック発生時にはワクチン製造へ切り替えられるデュアルユース設

備を有する拠点を整備するとともに、ワクチン製造に不可欠な製剤化・充填設備や、

医薬品製造に必要な部素材等の製造設備を有する拠点等を整備しようとする場合に、

その設備導入等を支援するものです。 

 全国から 41 件の応募があり、外部有識者による第三者委員会での審査の結果、本

学を含む 17 件が採択されました。大学の提案で採択されたのは本学が唯一です。 

 

背景： 

ワクチン開発のためには、創薬研究の「死の谷」と呼ばれるモダリティ（医薬品、

治療手段の種別）ごとの適切な CMC（Chemistry, Manufacturing, and Control）
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記者説明会（11 月 9 日 11 時・きてみんさいラボ）のご案内 

経産省の「ワクチン生産体制強化のためのバイオ医薬品製造拠点 

等整備事業」に採択～全国 17 件、大学では唯一～ 

 
 

 

日 時：令和 4 年 11 月 9 日（水）11 時～12 時 

場 所：広島大学 きてみんさいラボ 

    （広島市南区松原町 2 番 62 号 広島 JP ビルディング２階） 

    Web 同時記者説明会：zoom 

出席者：広島大学       学長          越智 光夫 

               副学長（産学連携担当） 田原 栄俊 

     PSI GMP 教育研究センター 副センター長   小川 敦嗣 

 

□ ご出席（会場で参加） 

 

□ ご出席（zoom で参加） 

 

 

   貴 社 名                       

 部 署 名                       

   ご 芳 名                （計  人） 

 電 話 番 号                       

 E-mail                          

 

※ zoom で参加希望の方は、事前に招待メールをお送りしますので、必ず 

 E-mail の記載をお願いします。 

※ 誠に恐れ入りますが、上記にご記入頂き、11 月 8 日（火）16 時までに 

ご連絡願います。 

       

 


